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マグロ揚収装置に関する一考案
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Abstract

ThetrainingshipKEITENMＡＲＵ(854.55grosston)ofthefacultyoffisheriesKagoshima

University，constructedinl974，isacompletesuperstructurevesselofsterntrawlingtype・In

tunafishing，thistypeofvesseleshasadiHicultyindippingupfish，becauseoftheheightfi･om

thesealevｅｌｔｏｔｈｅｄｅｃｋ・Ｓｏ，agearofdippinguptunawithabaskeｔｗｈｉｃｈｉｓｍａｄｅｏｆ９ｍｍ

ａｃｒｏｓｓｒｏｕｎｄｉｒonsteel，wasdevisedandexperimented，ａｎｄtheobtainedresultsareasfbllows；
ＴｈｉｓＧｅａｒ－

ｌ）doesn，thurtfish、

２）economizeslabour、

３）iseasyinhandling,andthecostislow、

４）does､'ttakespaceinstoring、

５）isofnousefbrsuchfishesasmarlin．

１ ． 緒言

1974年に建造された鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（854.55トン）1974年に建造された鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（854.55トン）は従来のマグロ船型

と異なりスターントロール型の全通船楼船である．主要目をＴａｂｌｅｌに示す．

この船型でマグロ操業実習を行う際には海面と作業甲板との垂直距離が大きく，漁獲物の

船内への揚収に困難を来たす為パワースプーンネット')を装備した事は本誌第24巻に述べら

れている如くである．

今回はこの装置以外にこれらの予備，あるいは補助装置として鉄製の寵による揚収装置を

考案し実験したので報告する．

２．装置の概要および構成

本装置は釣獲されて舷側に引寄せられたマグロを直経約９ｍ/ｍの丸鉄で作られたカゴで

＊鹿児島大学水産学部練習船敬天丸（TrainingshipKeitenMaru,FacultyofFisheries,Kagoshi‐
maUniversity）
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Table１．Principalparticularsof.､ＫＥＩＴＥＮＭＡＲＵ､．

Fig.１．PhotographShowingtheShalpeofCage．
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掬い揚げるものである．カゴの要目をＴａｂｌｅ２にまた形状をFig.１に示す．

Fig.１にて判明する如く頭部のリングにはハンドロープが取付けられており，また底部の

リングにはウインチからのワイヤーロープが接続出来る様にｅｙｅｒｏｐｅが取付けられている．

このカゴの重量は約１２．０ｋｇであり楽に一人で取扱いが可能である．

揚収の動力としては本船にすでに観測用として設置されている揚貨能力０．５"o』vのクレー

ンを利用した．このクレーンは本船の左舷側前部甲板に設けられており６ｍのブームを有

しこのブームは上下には手動により任意の角度に固定される．左右移動は300度’またカー

ゴワイヤーロープは甲板上最大１０ｍ，ともにリモートコントロールにより作動する様設計

されている．揚貨装置の構造をFig.２に，また要目をＴａｂｌｅ３に示す．

なお実際の使用時にはこのブームを右舷正横へ廻転し適当な仰角で固定する．しかしこの

ブームの長さだけではワイヤーが船外へ出ない為に，ブーム先端のワイヤー固定部を開放し

動滑車を取除いた後ワイヤー先端を右舷の船橋ウイングに設けた支柱のブロックを通して船

外へ導いた．この状態をFig.３に示す．

５

６

熱
９

黙

ⅢGLE

IＵＳ３０００

HAX､ＲＡｐＲＵＳ６ｍＯ

刀刀

、、

、、、

３３３

、、、

－

ニ ミーミニミーミ
～～

４

1Ｚ

Fig.２．AppearanceofHoistingSystem．
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Table３．ParticularsofCargoWinch．
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3．使用法

取扱いは引寄せられた枝細を幹細よりスナップをはずす事により分離しカゴの底部より頭

部のリングの中を通して継縄に繋ぐ．この枝純を適当に緊張させ魚との関係を保つ．その間

に取扱いに不便のない様十分に延ばされたワイヤーロープとハンドロープとを操作して海面

へカゴを下し魚体の動きに注意しつつタイミングを合せて魚の頭部にカゴを被せる．カゴの

中へ魚体が入ればワイヤーロープを保持した状態でハンドロープをはなしカゴは上下が逆転

し底部は上を向く．直ちにリモートコントロールを操作しカゴを引揚げるわけであるが，余
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裕をもって延ばされたワイヤーが緊張するまでの間は人力により保持する．ワイヤーが巻上

げられるにしたがい魚は頭部を下にして舷側へ引揚げられ舷門より船内へ取入れられる．こ

れ等の様子をFig.４．Ａ,Ｂ,Ｃ,ＤおよびＥに示す．

４．結果および考察

実船試験の結果について考察する．

（１）カゴの重量は１２．０ｋｇ，高さ115ｃｍまた底部の直経は６４ｃｍで簡単に取扱可能で

ある．また大きさも適当であった．

（２）釣を使用しない為に魚体に傷をつけない．

（３）最も力を要する引揚作業の労力が軽減された．

（４）カゴ自体は製作が簡単であり，かつ安価である．また使用中や格納時にも大して場

所を取らない．

（５）他の目的の為に設置されていたクレーンを使用し設備の有効な使用が出来た．この

様な設備がない場合には電動ホイストを適当な場所に設ければこの作業は実施可能であり労

力の軽減が容易に行える．

（６）捲上げスピードは１４ｍ/ｍｉｎであり適当であった．

（７）魚体の動きを良く見てカゴを被せるタイミングが重要である．

（８）枝縄を分離出来ない様なもつれの場合は枝縄を切断して継縄に繋ぐ必要があり，ま

た予備カゴの準備も必要である．

（９）カジキ等には使用が困難であった．

（10）カゴの中へ縄を通す操作に改良の余地を有していると考えられる．

５．結論

筆者らは海面と作業甲板との高さが大きい全通船楼船においてマグロの揚収装置の一つと

して，丸鉄によるカゴを製作し敬天丸で操業試験を実施した．

試験の結果次の様な長所，欠点があり改良の余地を有する点もあるが大体において成果を

あげる事が出来た．

長所

（１）魚体を傷めない．

（２）労力が軽減される．

（３）製作費が安価であり，かつ取扱いが簡単である．

（４）操業の邪魔にならない．

（５）収納時に場所をとらない．

欠 点

（１）カジキ等に使用する場合，困難である．

（２）もつれ縄と共に鮪が来た場合に使用が困難である．
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終りに本試験を実施するにあたり協力された敬天丸乗組員諸氏に感謝の意を表します．
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